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(57)【要約】
【課題】モータの寿命延長化、蛍光体及び光学部品への
塵埃付着による光の利用効率低下の防止が可能な構成を
備えた照明光源装置を提供することにある。
【解決手段】励起光を射出する光源１ａと、波長変換部
材である回転可能な蛍光体５を回転駆動するモータ６と
、前記光源１ａから射出された励起光を前記蛍光体５に
集光するための励起光集光光学系１０１と、前記光源１
ａと、前記蛍光体５と、前記励起光集光光学系１０１と
がそれぞれ収容される密閉空間を形成されたケーシング
１８と、を備え、前記モータ６は、その少なくとも一部
が前記ケーシング１８の外部に突出させて設けられてい
ることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　励起光を射出する光源と、
　波長変換部材である回転可能な蛍光体を回転駆動するモータと、
　前記光源から射出された励起光を前記蛍光体に集光するための励起光集光光学系と、
　前記光源と、前記蛍光体と、前記励起光集光光学系とがそれぞれ収容される密閉空間を
形成されたケーシングと、を備え、
　前記モータは、その少なくとも一部が前記ケーシングの外部に突出させて設けられてい
る照明光源装置。
【請求項２】
　前記蛍光体から射出された光を集光する蛍光集光光学系を有し、
　前記蛍光集光光学系は、前記ケーシングに収容されていることを特徴とする請求項１に
記載の照明光源装置。
【請求項３】
　光源から射出された光を前記蛍光体に導光する光路と異なる経路に対して時分割に切り
換える回転可能な光路切り替え盤を有し、
　前記光路切り替え盤は、前記ケーシングに収容されていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の照明光源装置。
【請求項４】
　前記モータが前記ケーシングの外部に突出される位置には、該ケーシング内部と外部と
の連通を遮断可能なシール部材が設けられていることを特徴とする請求項１記載の照明光
源装置。
【請求項５】
　前記ケーシングの外部に突出されている前記モータの一部近傍には、該モータに対して
冷却風を送風可能な送風機が設けられていることを特徴とする請求項１または４に記載の
照明光源装置。
【請求項６】
　前記ケーシングの外部に突出されている前記モータの一部には、放熱部材が設けられて
いることを特徴とする請求項１乃至５のうちのいずれか一つに記載の照明光源装置。
【請求項７】
　前記放熱部材とこれが設けられている前記モータの一部との間には、熱伝導性の良い熱
伝導部材が配置されていることを特徴とする請求項６記載の照明光源装置。
【請求項８】
　前記シール部材は、エラストマーであることを特徴とする請求項３記載の照明光源装置
。
【請求項９】
　請求項１乃至８のうちのいずれか一つに記載の照明光源装置を用いる画像投影装置であ
って、
　該照明光源装置から射出される光の光学経路に用いられる光学経路構成手段と、該光学
経路上に配置された画像形成素子と、該画像形成素子によって形成された画像を投影する
ための投影光学部とを備えたことを特徴とする画像投影装置。
【請求項１０】
　前記光学経路構成手段と、前記画像形成素子と、前記投影光学部とが、それぞれ外部と
密閉された投射系ケース内に収容され、該投射系ケースと前記照明光源装置との接続部が
シール部材により密閉されていることを特徴とする請求項９記載の画像投影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光源装置および画像投影装置に関し、さらに詳しくは、これに用いられ
る部材に発生する熱の影響低減および部材への埃付着防止のための機構に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　今日、パーソナルコンピュータの画面やビデオ画像、更にメモリカード等に記憶されて
いる画像データによる画像等をスクリーンに投影して視聴する場合があり、このための装
置である画像投影装置としてプロジェクタを用いことが知られている。
　プロジェクタは、光源から射出された光をＤＭＤ（デジタル・マイクロミラー・デバイ
ス）と呼ばれるマイクロミラー表示素子、又は液晶板に集光させ、スクリーン上にカラー
画像を表示させることができる。
【０００３】
　このようなプロジェクタにおいて、従来は高輝度の放電ランプを光源とするものが主流
であったが、近年、励起光を射出する固体発光素子と、該励起光を吸収して所定の波長帯
域光に変換する蛍光体とを組み合わせた光源装置が用いられている。
　固体発光素子としては、発光ダイオード（ＬＥＤ）やレーザーダイオード（ＬＤ）、或
いは有機ＥＬ等の半導体素子を用いる開発や提案が多々なされている。
【０００４】
　蛍光体は、蛍光材料のフィラーを有機バインダーに分散させた複合材料を基板上で膜状
に塗布することにより形成されたものであり、基板としては、透明ガラス板もしくは金属
板、セラミック等が用いられる。
　このように構成された光源装置は、放電ランプに比べて、例えば、色再現性、発光効率
、光利用効率等の向上や長寿命化が期待できる。特に、点光源（或いは平行ビーム）であ
るため照明系が設計しやすく、色合成の簡易化や投射レンズの分解能の一つである低ＮＡ
（開口数）化等が達成できる点も利点の１つである。
【０００５】
　ところで、光源装置を、特に高輝度が求められる画像投射装置に適用する場合には、発
光装置としてレーザーダイオードを用い、レーザーダイオードから射出される励起光を集
光し光密度を高めて、蛍光体に照射することになる。
　そのため、蛍光体の集光スポットに対応する箇所では、蛍光材料の僅かな光損失でも高
い発熱を生じ、この光損失による発熱と、蛍光材料が励起光を波長変換する際に生じる発
熱とが相俟って、蛍光体は非常に高温になる。
　蛍光体が高温になると、蛍光体に含まれる有機バインダーの変質や、蛍光材料の蛍光発
光量が低下（温度消光）し、蛍光体の波長変換効率が低下するといった問題が生じる。
【０００６】
　そこで、このような蛍光体の温度上昇による不具合を解決するために、蛍光体が形成さ
れた基材をモータによって回転駆動し、励起光の集光スポットを蛍光体に対して相対移動
させる技術が提案されている（例えば、特許文献１）。
　この技術には、励起光を射出する発光装置と、モータにより回転駆動される回転蛍光板
と、回転蛍光板の蛍光層側に対向配置されて複数の羽根により発生する風を励起光が照射
される位置に向け吹き付ける遠心ファンとを備えた構成が用いられている。
　この技術では、蛍光体の集光スポットに対応する箇所で蛍光体が発熱しても、当該箇所
が直ぐに集光スポットから外れ、次に集光スポットが当たるまで周囲の空気によって冷却
される。これにより、特定箇所に励起光が連続的に照射されるのに比べて、蛍光体の温度
上昇を抑制することができる。
【０００７】
　一方、蛍光体に埃が付着すると、光が埃に吸収されたり散乱されたりするため、光の利
用効率が低下してしまうという問題がある。
　そこで、蛍光体への埃の付着を防止する構成として、光源を収容する光源収容部と、モ
ータにより回転駆動される蛍光体を収容する蛍光体ホイール収容部とを形成した技術が提
案されている（例えば、特許文献２）。
　この技術には、上記光源収容部と蛍光体ホイール収容部とを独立した空間で構成できる
ケーシングを備え、蛍光体ホイール収容部を外部と遮断するようにした構成が用いられて
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いる。
【０００８】
　この技術では、外部と遮断された密閉空間に蛍光体ホイールが収容されるので、蛍光体
層に埃が直接付着するのを防ぐことができる。しかも、先に説明した技術と同様に、蛍光
体の集光スポットに対応する箇所で蛍光体が発熱しても、当該箇所が直ぐに集光スポット
から外れ、次に集光スポットが当たるまで周囲の空気によって冷却されることにもなる。
　さらに、独立した空間を備えていることで、光源からの熱が蛍光体に伝わることを抑制
することによっても、発熱による蛍光体での光の変換効率が低下したり、波長変換部材で
発生した熱により光源の冷却効率が低下して発光効率が低下したりすることを抑制するこ
とができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この構成では、蛍光体を収容する空間には、これを回転駆動するモータも同じ空間に配
置されていることから、蛍光体の発熱による周辺空気の温度上昇がモータに及ぶことによ
ってモータの寿命低下を来す虞がある。つまり、蛍光体は、密閉空間内で蛍光体周囲の空
気により冷却されることになるが、経時的に周囲温度が上昇するとモータに異常な温度上
昇が発生し、寿命低下を生じるという問題がある。
　そこで、蛍光体とモータとを開放された空間に設置して外気による冷却を行うことも考
えられるが、この場合には、外部から塵埃が進入し易くなり、結果として、蛍光体に塵埃
が付着しやすくなる虞がある。
【００１０】
　本発明の目的は、モータの寿命延長化、蛍光体及び光学部品への塵埃付着による光の利
用効率低下の防止が可能な構成を備えた照明光源装置及び画像投影装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的を達成するため、本発明は、励起光を射出する光源と、波長変換部材である回
転可能な蛍光体を回転駆動するモータと、前記光源から射出された励起光を前記蛍光体に
集光するための励起光集光光学系と、前記光源と、前記蛍光体と、前記励起光集光光学系
とがそれぞれ収容される密閉空間を形成されたケーシングと、を備え、前記モータは、そ
の少なくとも一部が前記ケーシングの外部に突出させて設けられている照明光源装置にあ
る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、密閉された空間を有するケーシング内に配置されている部材のうちで
、モータの少なくとも一部をケーシングの外部に突出させているので、モータは密閉空間
ではなく外部において冷却される。これにより、蛍光体からの発熱により密閉空間内でモ
ータ周辺の雰囲気温度が上昇しても、モータの温度上昇を抑えることができるので、モー
タの寿命低下を防止することができる。また、外部からの塵埃の進入を遮断することによ
り、励起光あるいは蛍光体層からの出射光が塵埃に吸収される場合や、散乱する現象が発
生するのを防止して光の利用効率が低下するのを防ぐこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る照明光源装置の構成を説明するための模式図である。
【図２】図１に示した照明光源装置に用いられる光路切り替え板の構成を説明するための
正面図である。
【図３】図１に示した照明光源装置に用いられる色成分切り替え盤の構成を説明するため
の正面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る照明光源装置に関する別の構成を説明するための模式
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図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る照明光源装置に関する他の構成を説明するための模式
図である。
【図６】図５に示した照明光源装置に用いられる蛍光板の駆動機構を説明するための図で
ある。
【図７】本発明の一実施形態に係る照明光源装置を用いる画像投影装置の構成を説明する
ための模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面に基づき本発明を実施するための形態について説明する。
　図１において、照明光源装置１００は、光源部１，光路切り替え盤３，光路切り替え盤
３からの光を集光する励起光集光光学系１０１、蛍光体をなす蛍光体ホイール５、ダイク
ロイックミラー９，集光レンズ１４，１６を含む蛍光集光光学系１０２を備えている。
　以下、各部の詳細を説明する。
　光源部１は、レーザー光（励起光）を射出する光源としてのレーザーダイオード（ＬＤ
）１ａとカップリングレンズ１ｂと集光レンズ１ｃとを備えている。
【００１５】
　レーザーダイオード１ａは、レーザーダイオード保持体２に複数個設けられ、この各レ
ーザーダイオード１ａに対してそれぞれカップリングレンズ１ｂが設けられている。
　レーザーダイオード１ａからのレーザー光は、カップリングレンズ１ｂにより集光され
、平行光束として集光レンズ１ｃに導かれる。
　集光レンズ１ｃは、各カップリングレンズ１ｂにより平行光束とされたレーザー光を集
光する役割を果たす。ここでは、レーザーダイオード１ａは、青色成分の光として説明す
るが、緑色成分のレーザー光、赤色成分のレーザー光を発生するレーザーダイオードを用
いることもできる。また、レーザーダイオード（ＬＤ）の代わりにＬＥＤを用いることも
できる。
【００１６】
　光路切り替え部としての光路切り替え盤３には、集光レンズ１ｃを介して、例えば青色
成分のレーザー光がスポット状に形成される。レーザー光のスポットサイズは、混色防止
等のため適宜大きさを定める。レーザー光は、反射ミラー（図示されず）で反射された後
に光路切り替え盤３に導かれるようにしても良い。
　図２に示すように、光路切り替え盤３は、回転方向に分割された第１領域である光を反
射させる反射領域３ａと第２領域である光を反射させないで透過させる透過領域３ｂとを
有する光路時分割用回転円盤から構成されている。光路切り替え盤３は、集光レンズ１１
の光軸に対して斜め（ここでは、その光軸に対して４５度）に配設されている。
【００１７】
　光路切り替え盤３は、例えば図１に示すように、駆動源としてのステッピングモータ４
により回転駆動されて回転可能な部材である。なお、図２において符号４ａは、ステッピ
ングモータ４の駆動軸を示す。
　図２において光路切り替え盤３の反射領域３ａには、青色成分のレーザー光が当たる面
側に反射膜が設けられている。また、光路切り替え盤３の透過領域３ｂには、青色成分の
レーザー光が当たる面側に反射防止膜が形成され、その反射防止膜と反対側の面には拡散
面が形成されている。
　拡散面は、レーザー光のスペックルを除去するのに用いられる。なお、拡散面を光路切
り替え盤３に設ける代わりに、回転拡散板を設ける構成としても良い。
【００１８】
　以下に光源１から出射される光の光路について説明する。
　透過領域３ｂにより透過された青色成分のレーザー光が進行する光路は、励起光集光光
学系１０１に用いられる集光レンズ１１，反射ミラー１２を介して、回転可能な蛍光体で
ある蛍光体ホイール５に照射する光路とされている。さらに、蛍光体ホイール５に照射さ
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れた青色成分のレーザー光は、蛍光体ホイール５から蛍光集光光学系１０２に用いられる
ダイクロイックミラー９および集光レンズ１６を通過してライトトンネル１７に導光する
光路を通過する。なお、蛍光体ホイール５の前方に位置する集光レンズ１４は、上述した
各光学系に兼用され、また、ライトトンネル１７は、内面を反射面とされた導光路を備え
た周知構造が用いられる。
　蛍光体ホイール５は、回転円盤で構成され、図１において符号６はその駆動源としての
ステッピングモータを示している。
　また、光路切り替え盤３における反射領域３ａに照射されたレーザー光は、集光レンズ
７及び反射ミラー８を介して蛍光集光光学系１０２に用いられるダイクロイックミラー９
及び集光レンズ１６を通過してライトトンネル１７に導光される。
【００１９】
　蛍光体ホイール５には、光源部１から発せられた青色成分のレーザー光が照射されて、
この青色成分のレーザー光とは異なる緑色成分を含む蛍光と赤色成分の蛍光とを含む蛍光
を発生する蛍光膜５ａが塗布されている。
　蛍光体ホイール５の回転により、同一箇所にレーザー光が照射されるのが防止され、蛍
光膜５ａの劣化が抑制される。
　蛍光膜５ａの蛍光材料には、例えば青色成分のレーザー光の照射により励起されて、緑
色成分の蛍光を発生する蛍光材料と赤色成分の蛍光を発生する蛍光材料（黄色の蛍光を発
生する蛍光材料）との混合物が用いられるが、これに限られるものではない。
　例えば、緑色成分の波長域から赤色成分の波長域にまたがる蛍光分布特性を有する蛍光
材料を用いることができる。このような構成を用いることで蛍光体ホイール５が波長変換
部材として用いられる。
【００２０】
　青色成分のレーザー光が透過して蛍光体ホイール５に向かって進行する光路には、励起
光集光光学系として、集光レンズ１１と反射ミラー１２とダイクロイックミラー９と集光
レンズ１４とが設けられている。
　集光レンズ１１は、透過領域３ｂにより透過された青色成分のレーザー光を集光して平
行光束に変換する役割を有する。
　ダイクロイックミラー９は、青色成分のレーザー光を透過して蛍光体に導く機能と、青
色成分以外のレーザー光の色成分の蛍光を反射して色成分切り替え部としての色成分切り
替え盤１０に導く機能とを有する。
　集光レンズ１４は、平行光束を蛍光体５にスポット状に集光させる機能と蛍光体５から
の蛍光を集光して平行光束に変換する機能とを有する。
【００２１】
　ダイクロイックミラー９と色成分切り替え盤１０との間には、蛍光集光光学系１０２と
して、集光レンズ１６が設けられている。ダイクロイックミラー９により反射された蛍光
は、集光レンズ１６により集光されて色成分切り替え盤１０に照射され、色成分切り替え
盤１０を透過した光はライトトンネル１７に導光される。
【００２２】
　以上の構成を対象として本実施形態での特徴について説明すると次の通りである。
　図１に示す構成での特徴は、蛍光体ホイール５が収容されている密閉空間を持つケーシ
ング（照明系ケース１８）内でステッピングモータ６周辺の雰囲気温度が上昇した場合に
ステッピングモータ６の温度が上昇するのを防止できる構成を備えた点にある。
　図１において、光源部１から色成分切り替え盤１０までの光学経路の各光学部品は、外
部と遮断密閉されるように照明系ケース１８内に内包された密閉空間に設置されている。
　照明系ケース１８内では、上記光学部品のうちで、蛍光体ホイール５を対象として回転
駆動するステッピングモータ６が、その少なくとも一部を照明系ケース１８から外部に突
出させて設けられている。なお、図１に示す構成では、上記光学経路に含まれる光学部品
のうちで、蛍光体ホイール５以外の光路切り替え盤３を回転駆動するために用いられるス
テッピングモータ４も、その一部が照明系ケース１８から外部に突出されて設けられてい
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る。
　この構成により、ステッピングモータ４，６から発生する熱は、照明系ケース１８の外
部に突出している部分から放熱されるので、照明系ケーシング１８内でステッピングモー
タ４，６周辺での雰囲気温度が上昇した場合でもモータの温度上昇が抑えられる。
【００２３】
　ところで、ケーシングの外部にモータを突出させて密閉用ケーシング側での温度上昇を
抑える構成として、例えば、特開平１１－２４５４４２号公報（参考文献）に開示された
構成がある。
　つまり、参考文献には、発熱の影響を避ける必要がある部品（回転多面鏡）をケーシン
グに用いられるフレームなどの支持部に取り付けられた密閉用ケーシング内に収め、フレ
ーム外部にモータを取り付ける構成が開示されている。
　しかし、この構成では、フレームを挟んで密閉用ケーシングと反対側にモータが取り付
けていることから、フレーム外部でモータの本体が占有するスペースを確保する必要があ
る。特に参考文献では、モータの位置するスペース内に回路基板が配置されていることか
ら、回路基板に搭載された電子部品への熱の影響を避けるためにも充分な冷却空間が必要
となるために、モータの占有空間を大きくしている。
　このため、装置の小型化を望まれている場合には、モータ本体の占有スペースが障害と
なって小型化を図ることができない。
　これに対し、本実施形態においては、ステッピングモータ４，６の一部を照明系ケーシ
ングの外部に突出させるようになっている。これにより、ステッピングモータ４，６の本
体が占有するスペースの一部を照明系ケーシング１８内に含めることで装置の小型化を図
ることができる。
【００２４】
　一方、ステッピングモータ４，６が照明系ケース１８の外部に突出される位置には、ケ
ーシング内部である照明系ケース１８の内部と外部との連通を遮断可能なシール部材３０
が設けられている。
　具体的には、ステッピングモータ４と照明系ケース１８間およびステッピングモータ６
と照明系ケース１８間に、エラストマー等の密着性を持たせることができる材質からなる
シール部材３０が嵌め込まれている。
　これにより、照明系ケーシング１８と外部との連通部に相当するステッピングモータ４
，６の取り付け位置が封止されることになるので、外部から照明系ケーシング１８内へ後
路埃の侵入が防止されることになる。
【００２５】
　なお、図１において色成分切り替え盤１０は照明系ケース１８の外部に配置されている
が、これに限らず、必要に応じて色成分切り替え盤１０は照明系ケース１８内に収容する
ことも可能である。
　ここで色成分切り替え盤１０は、回転駆動により色を切り替える役割を果たす部材とし
て用いられる。以下、その構成を説明する。
　図３において色成分切り替え盤１０は、ステッピングモータ１５により回転駆動される
円盤であり、回転方向に沿って青色成分の蛍光を透過する領域、緑色成分の蛍光を透過す
る領域、赤色成分の蛍光を透過する領域がそれぞれを備えている。
　緑色成分の蛍光を透過する領域では、赤色成分の蛍光を吸収または反射するようになっ
ており、赤色成分の蛍光を透過する領域では、緑色成分の蛍光を吸収または反射するよう
になっていることで所定色成分の蛍光を透過することができる。なお、符号１５ａは、ス
テッピングモータ１５の駆動軸を示している。
【００２６】
　色成分切り替え盤１０の青色成分透過領域は、例えば透明なガラス板もしくは、切り欠
き部とすればよく、所望の波長帯のみを透過するフィルターとしてもよい。
　光路切り替え盤３の反射領域３ａにより反射された青色成分のレーザー光が進行する光
路は、光源部１から発せられた青色成分のレーザー光をライトトンネル１７に導光する光
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路とされている。
【００２７】
　上述した光路には、集光レンズ７が設けられ、この集光レンズ７は光路切り替え盤３で
反射した青色成分のレーザー光を平行光束に変換して反射ミラー８に導く機能を有する。
　反射ミラー８で反射された青色成分のレーザー光は、ダイクロイックミラー９に導かれ
る。
　ダイクロイックミラー９は、前述したように青色成分のレーザー光を透過する機能を持
っている。このため、青色成分のレーザー光はダイクロイックミラー９を透過した後に、
前述した集光レンズ１６に導かれ、その集光レンズ１６により集光されて色成分切り替え
盤１０に照射される。
　そして、色成分切り替え盤１０の青色成分透過領域を透過して、内部に導光路を構成さ
れたライトトンネル１７に照射される。
　ライトトンネル１７は、光量むらを低減する役割を果たす。なお、ライトトンネル１７
の代わりにフライアイレンズを用いても良い。
【００２８】
　一方、図１において照明ケーシング１８の下方には、光源として用いられるレーザーダ
イオード１ａを支持するレーザーダイオード保持体２が設けられており、その裏面側には
、ヒートシンク（放熱板）２１が設けられている。ヒートシンク２１は、レーザーダイオ
ード１ａで発熱した熱を冷却するための部材であり、アルミニウムや銅等の金属で構成さ
れている。
　ヒートシンク２１の近傍には、冷却風を送風可能な送風機としての軸流ファン２２が設
けられ、軸流ファン２２からの風がヒートシンク２１に送風されるように構成されている
。
【００２９】
　軸流ファンによる送風を利用して冷却する構成として、光路切り替え盤３の駆動源であ
るステッピングモータ４の近傍と、蛍光体ホイール５の駆動源であるステッピングモータ
６の近傍にも、軸流ファン１９、２０が各々配置されている。
　図１に示す構成では、軸流ファン１９，２０が、照明系ケーシング１８から外部に突出
するステッピングモータ４，６の一部近傍に向けて送風できる位置に設けられている。
【００３０】
　以上の構成においては、光源部１から色成分切り替え盤１０までの光学経路にある各光
学部品を照明系ケース１８内に収容して、外部と遮断するように空間的に密閉することに
より、光学部品への塵埃の進入による付着を防止できる。
　さらに、駆動源であるステッピングモータ４及び６の少なくとも一部を照明系ケース１
８外に突出させ、突出部分に送風を行うことで、蛍光体ホイール５からの発熱により照明
系ケース１８内で温度上昇が生じても、モータ側での温度上昇を抑制できる。これにより
、熱によるモータ各部の寿命低下を低減することができる。
【００３１】
　また、各ステッピングモータ４、６と照明系ケース１８間に、シール部材３０を挿間す
ることで、各ステッピングモータと照明系ケース１８との接触部の隙間から、塵埃が進入
することをより確実に防止することができる。
【００３２】
　さらに、各ステッピングモータ４、６の回転に伴う振動がシール部材３０に吸収されや
すくできるので、照明系ケース１８に伝播することを抑止でき、しいては、照明形ケース
に収容されている光学部品への振動伝播を抑止することができることになる。このため、
光学部品での不用意な振動を防止して継続的に良好な光学性能の維持を実現することがで
きる。
【００３３】
　次に、本発明の一実施形態に係る照明光源装置に関する別の構成について図４を用いて
説明すると次の通りである。なお、図４において図１に示した部材と同じものは同符号に
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より示しその説明は省く。
　図４に示す構成においては、照明系ケーシング１８から外部に一部が突出しているステ
ッピングモータの一つ（符号６で示すステッピングモータ）には、その裏面（底面）側に
放熱部材としてのヒートシンク２３が設けられている。
　ヒートシンク２３とこれが設けられているステッピングモータ６の一部との間には、熱
伝導性の良い熱伝導シート２４が熱伝導部材として設けられている。
【００３４】
　以上の構成においては、熱伝導シート２４は、熱伝導率が高いために、ステッピングモ
ータ６の軸受け部周囲の熱をヒートシンク２３に効率よく伝導することができる。
　軸流ファン１９から排出された風は、ヒートシンク２３に吹き付けられるため、ヒート
シンクで２３を通過する際にステッピングモータ６で発生した熱を奪うことができる。こ
れにより、効率的にステッピングモータを冷却することが可能になる。このため、熱によ
るモータ各部の寿命劣化を低減することができ、継続的に良好な光学性能の維持を実現す
ることができる。
【００３５】
　次に、本発明の一実施形態に係る照明光源装置に関する他の構成を図５および６におい
て説明すると次の通りである。なお、図５，６において図１に示した部材と同じものは同
一符号にて示す。
　図５，６に示す構成は、図１，４に示した構成における密閉空間内でステッピングモー
タ６の周辺部温度が上昇した際のモータへの影響を抑制することよりも、密閉空間内から
ステッピングモータ６への伝熱を防止してモータの熱的劣化を抑える点を特徴としている
。
【００３６】
　図５において、蛍光体ホイール５の駆動源であるステッピングモータ６は、蛍光体ホイ
ール５から離れた位置に本体を位置させており、具体的には、本体が照明系ケース１８の
外側に位置決めされて取り付けられている。
　ステッピングモータ６の取り付け位置には、照明系ケース１８との間にシール部材３０
が挟まれた状態で配置されている。
　シール部材３０は、図１に示した構成と同様に密閉空間内と外部との連通を遮断する機
能を持たせてあり、エラストマーなどが用いられている。
　なお、シール部材３０の機能として、遮断機能に加えて断熱機能を付加するようにして
も良い。つまり、シール部材３０に用いられるエラストマーに代えて、断熱機能を有する
材質あるいはエラストマー中にその材料を混在させる。
【００３７】
　一方、図５に示す照明光源装置では、図１に示したような、蛍光体ホイール５がステッ
ピングモータ６の出力軸に直接一体化されて駆動する構成と異なっている。
　つまり、ステッピングモータ６には、図６に示すように、駆動ギア３１が設けられ、蛍
光体ホイール５には従動ギア３２が設けられている。
　蛍光体ホイール５は、軸受け３４により支持され、駆動ギア３１からの回転動力がタイ
ミングベルト３３により従動ギア３２に伝達されることにより、ステッピングモータ6の
駆動により回転される。
　蛍光体ホイール５と駆動源としてのステッピングモータ６、特にステッピングモータ６
の本体は、蛍光体ホイール５から離された状態で配置されることにより、蛍光体ホイール
５で発生した熱が直接的にステッピングモータ６に伝熱することが軽減されることになる
。この結果、より効率的にステッピングモータを冷却することが可能になる。
　また、シール部材３０に断熱機能を持たせた場合には、ステッピングモータ６の取り付
け位置からモータ本体側に伝わる熱を遮断できるので、モータ本体での温度上昇を抑制し
易くできる。
　このように、熱によるモータ各部の寿命劣化を低減することができるため、継続的に良
好な光学性能の維持を実現することができる。
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　さらに、シール部材３０により、図２，４に示した構成と同様に、各ステッピングモー
タ４、６の回転に伴う振動がシール部材３０に吸収されやすくできる。これにより、照明
系ケース１８に伝播することを抑止でき、しいては、照明形ケースに収容されている光学
部品への振動伝播を抑止することができることになる。
【００３８】
　次に、上述した構成を備えた照明光源装置を用いる画像投影装置について説明する。
　図７には、図１に示した構成を備えた照明光源装置１００を用いる画像投影装置２００
が示されている。
　以下の説明においては、図１に示した照明光源装置１００の構成に関しての説明は必要
な部分のみとして、同一符号により示してその説明は省く。
【００３９】
　画像投影装置２００は、照明光源装置１００に用いられる照明系ケース１８に加えて、
投射系ケース２９を組み合わせることにより構成されている。
　投射系ケース２９の内部には、光学経路構成手段として、集光レンズ２５，反射ミラー
２６および２７が備えられ、画像形成素子としての画像形成パネル１３，投影のための投
影光学部に用いられる投射レンズ２８が光学経路中にそれぞれ備えられている。
　ライトトンネル１７を通過した光は、集光レンズ２５により平行光束とされ、反射ミラ
ー２７により反射されて、画像形成パネル１３に導かれる。
　画像形成パネル１３は、例えば図示を略すが、周知構造からなる画像生成部によって制
御され、各色成分の光は、画像形成パネル１３によって反射され、投射レンズ２８を介し
てスクリーンＳに照射される。これにより、スクリーンＳにカラー画像が拡大形成される
。
　画像形成パネル１３は、詳細を図示しないが、変調信号に応じて画像形成される反射型
タイプのパネルが用いられているが、透過型タイプのパネルを用いてもよい。なお、ライ
トトンネル１７は、この場合、光量均一化手段の代表的な一例として用いられる。また、
投射レンズ２８は、本発明に係わる投射光学系の代表的な一例として用いられている。
【００４０】
　上述した光学経路構成手段、画像形成素子、投影光学部に用いられる部品、つまり、色
成分切り替え盤１０から投射レンズ２８までの光学経路にある各光学部品は、外部に対し
ての密閉空間を有する投射系ケース２９内に収容されている。
　投射系ケース２９の一部には、色成分切り替え盤１０の駆動源であるステッピングモー
タ１５が取り付けられている。ステッピングモータ１５は、投射系ケース２９から少なく
とも一部が外部に突出するように設置されている。
　さらに、ステッピングモータ１５および投射系ケース２９間には、シール部材３０が配
置されており、また、投射系ケース２９と照明系ケース１８との接続部にも、シール部材
３５が配置されて密閉されることにより、外部からの塵埃侵入防止の機能を持たせてある
。
　図７に示す構成では、照明系ケース１８と投射系ケース２９が別体で構成されているが
、これに限らず、必要に応じて照明系ケース１８と投射系ケース２９を一体的に構成して
もよい。
【００４１】
　以上のような構成においては、光路以外の投射系ケース２９において、ケース内から一
部を突出させているステッピングモータ１５の取り付け位置にシール部材３０が配置され
た構成としているので、機外からの塵埃侵入を抑止できる。しかも、駆動源としてのステ
ッピングモータの一部がケース内から突出されているので、モータの放熱が促進されて温
度上昇に伴う寿命低下を軽減できる。
　よって、継続的に良好な光学性能を維持することのできる画像投射装置を実現すること
ができる。
【符号の説明】
【００４２】
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　１ａ　光源
　３　光路切り替え盤
　５　波長変換部材である蛍光体
　６　モータ
　７　蛍光集光光学系
　１３　画像形成素子
　１８　ケーシング
　１９　送風機
　２３　放熱部材
　２４　熱伝導部材
　２６，２７　光学経路構成手段に用いられる反射ミラー
　２８　投影光学部
　２９　投射系ケース
　３０　シール部材
　１００　照明光源装置
　１０１　励起光集光光学系
　１０２　蛍光集光光学系
　２００　画像投影装置
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４３】
【特許文献１】特開２０１２－１８１４３１号公報
【特許文献２】特開２０１２－１８７６２号公報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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